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2004年 2005年 2006年 2007年 2008年
部門横断的交流
（職能部門間）
0. 252 0. 281 0. 191 0. 294 0. 265 
部門横断的交流
（事業部門・カンパニー間）
0. 228 0. 376 0. 297 0. 224 0. 281 
開発活動で得られた知識の応用
（当該部門のその後の開発活動）
－ － － 0. 294 0. 448 
開発活動で得られた知識の応用
（他の事業部門の開発活動）
－ － － 0. 352 0. 474 





の情報交流や協力が頻繁に行われていると回答した企業（スコア 5 ， 6 ）の割合は，いずれも緩
やかな低下傾向を示してきた。2008年調査においても，その割合は前年比減となり，職能部門間
で30. 5%，事業部門・カンパニー間で16. 7% にまで落ち込んでいる。開発活動を通じて獲得した
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の応用という能力を同時に向上させていくという，さらに困難な課題にも取り組む心構えをもつ
必要があるだろう。








27. 0% 11. 8%
24. 6% 8. 9%
部門横断的交流
（事業部門・カンパニー間）
12. 4% 7. 6%
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製品イノベーションの源泉としての組織能力はなぜ向上しないのか 75
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検討したグプタとゴビンダラジャン（Anil K. Gupta and Vijay Govindarajan）は，「知識源とな
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獲得するユニットの自発性と吸収能力」という先に指摘された諸要素の他に，「伝達チャネルの
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・Not-Invented-Here 症候群（Hansen and Nohria, 2004）
・特定部門やチーム内の結びつきの強さが探索・学習意欲
を低下（Hansen, Mors and Lovas,2005; Koruna, 2004）
＝企業（組織）全体よりも所属グループとの一体感向上
（Burgess, 2005; Troilo, 2006）
・事業部門における活動の独立性を維持すべきという意識









  ―主体間の信頼関係の欠如（Abrams et al., 2003; van 








（Hansen, Mors and Lovas, 2005）
　―組織内でのパワーの基盤としての知識を失う恐れ
（Mom et al., 2005; Troilo, 2006）









  ―主体間の信頼関係の欠如（Abrams et al., 2003; van 







































・ 相 手 の こ と が よ く 分 か ら な い（Stranger） 問 題
（Hansen and Nohria, 2004）
・他の主体が抱えている諸問題についての理解不足


































答した企業の割合は，あわせて約65～75% にのぼる（図 3 ）。
図 3　日本企業の基本的組織構造
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業（スコア 1 ， 2 ）の割合は，2007年調査で50. 7％，2008年調査で53. 3％であった。また，企業
全体を貫く知識の構築や共有化に積極的に取り組んでいるという回答（スコア 5 ， 6 ）は，2005



















強く感じている従業員（スコア 1 ， 2 ）は，全体の35. 8% にものぼっていた（2006年調査）。ま
た，短期の年間目標の達成に加え，長期の課題解決に多くの時間を費やしている従業員はきわめ
て少数であった。短期の年間目標の達成に加え，長期の課題解決にかなりの時間を費やしている
との回答（スコア 1 ， 2 ）は，2005年から2007年までの調査において，それぞれ10. 0%，8. 7%，
36　十川・青木・神戸・遠藤他「マネジメント・イノベーションと組織能力の向上―新たな競争優位構築を目





















企業の割合（スコア 5 ， 6 ）は，ここ 5 年間およそ20% 台の半ばを推移しているに過ぎない。
また，組織内に熱意あるインフォーマル集団を形成し，問題解決に取り組んでいる程度を聞いた





























































































1 ）　職能部門間　　　　　　 　　 1 － 2 － 3 － 4 － 5 － 6





1 ）　当該部門のその後の開発活動 　 1 － 2 － 3 － 4 － 5 － 6
2 ）　他の事業部門の開発活動　　　 1 － 2 － 3 － 4 － 5 － 6
＜ 3　複数技術の組み合わせによる新製品開発＞
　過去 3 年間に，複数の核となる技術を新たに組み合わせた新製品開発がどの程度行われましたか。
ほとんど行われなかった　 1 － 2 － 3 － 4 － 5 － 6 　十分に行なわれた
　
88 創価経営論集　第34巻第 1 号
＜ 4　基本的組織構造＞
　基本的な組織構造は，次のどのタイプに属しますか。該当番号に直接○印をおつけください。
１．職能別組織　　 2 ．事業部制組織　　 3 ．カンパニー制
＜ 5　リエゾン人材＞
　トップは，社内外の情報の収集および発信の起点となる人材の育成にどの程度心がけていますか。




ほとんど取り組んでいない　 1 － 2 － 3 － 4 － 5 － 6 　積極的に取り組んでいる
＜ 7　短期の数値目標の達成圧力＞
　短期の数値目標の達成に向けた圧力は，一般従業員にどのように受けとめられていますか。
非常に強く受けとめられている　 1 － 2 － 3 － 4 － 5 － 6 　それほど強くは受けとめられていない
＜ 8　長期の課題解決へ費やす時間＞
　従業員は短期の年間目標の達成に加え，長期の課題解決にどれだけ時間を費やしていますか。
かなりの時間を費やしている　 1 － 2 － 3 － 4 － 5 － 6 　あまり時間を費やしていない
＜ 9　挑戦意欲＞
　社員には，習慣を打ち破り，新しいことに挑戦しようという意識がどの程度具わっていますか。








日常的に取り組んでいる　 1 － 2 － 3 － 4 － 5 － 6 　ほとんど取り組んでいない
